
〓
八
細
川
飽
田
古

今
年
も
、
大
変
に
ぎ
や
か
に
「
お
八
朔
」
が
終

了
し
ま
し
た
。
毎
年
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
大
名
行
列

が
復
活
し
て
か
ら
今
年
で
2
8
年
と
な
り
、
ま
た
、

早
馬
町
を
皮
切
り
に
始
ま
っ
た
各
町
の
屋
台
巡

行
も
、
復
活
し
て
か
ら
約
2
0
年
が
経
ち
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
大
名
行
列
や
祭
屋
台
巡
行

が
復
活
す
る
以
前
の
「
八
朔
祭
」
を
、
皆
さ
ん

は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
八
朔
祭

の
起
源
や
、
江
戸
時
代
の
古
文
書
で
あ
る

「
生
出
明
神
御
祭
礼
定
式
」
を
も
と
に
、
江
戸
時

代
の
様
子
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
朔
祭
の
起
源

八
朔
祭
は
、
も
と
も
と
四
日
市
場
に
あ
る

生
出
神
社
の
例
祭
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
大
名
行
列
や
屋
台
巡
行
が

「
付
祭
」
と
し
て
始
め
ら
れ
た
年
代
に
つ
い
て
は

確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、
天
保
年
間
（
1
8
3
0

～
4
0
）
の
古
文
書
に
、
「
往
古
よ
り
供
奉
順

行
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
以
前
か

ら
大
名
行
列
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確

か
な
よ
う
で
す
。
一
説
に
は
、
郡
内
領
主
の
秋

元
氏
が
川
越
に
転
封
の
際
（
1
1
0
4
）
、
行
列

道
具
一
式
を
下
天
神
町
に
置
き
土
産
と
し
て

送
っ
た
こ
と
が
大
名
行
列
の
縁
起
で
あ
る
と
も

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

八
朔
祭
の
「
八
朔
」
と
は
、
8
月
1
日
の
こ
と

で
す
。
こ
れ
を
旧
暦
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、

例
え
ば
本
年
で
は
、
9
月
8
日
が
旧
暦
の
8
月

1
日
に
な
り
ま
す
。
秋
の
種
ま
き
も
終
え
、
稲

の
実
り
間
近
な
こ
の
こ
ろ
、
豊
作
を
願
う
た
め

の
祭
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

式
で
は
、
こ
の
八
朔
祭
の
古
式
を
、
古
文
書
を

も
と
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

8
月
1
日
（
旧
暦
）

－
真
夜
中

昔
の
八
朔
祭
は
、
真
夜
中
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
丑
の
刻
（
午
前
2
時
頃
）
に
な
る
と
、
惣
行

事
が
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
各
町
を
回
っ
て
歩

き
ま
す
。
こ
れ
を
一
番
太
鼓
と
い
い
ま
す
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
二
番
太
鼓
が
打
ち
鳴

ら
さ
れ
ま
す
。
当
時
の
若
者
た
ち
は
楽
し
み
で
、

興
奮
し
て
眠
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

－
夜
明
け

夜
明
け
を
迎
え
る
頃
、
一
一
一
番
太
鼓
が
鳴
り
ま

す
。
こ
の
と
き
、
惣
行
事
は
「
お
支
度
－
、
お

支
度
－
＝
」
と
大
声
で
知
ら
せ
て
歩
き
ま
す
。

こ
の
合
図
と
と
も
に
各
町
と
も
家
を
飛
び
出

し
、
支
度
を
整
え
、
屋
台
な
ど
と
共
に
四
日
市

場
の
生
出
神
社
へ
向
か
い
ま
す
。

－朝神
社
に
て
一
通
り
の
神
事
を
行
い
ま
す
。
滞

り
な
く
終
了
す
る
と
、
大
手
通
り
の
御
旅
所
に

向
か
っ
て
い
よ
い
よ
行
列
が
始
ま
り
ま
す
。

－
行
列
開
始

先
頭
は
、
榊
太
鼓
が
先
触
れ
を
行
い
ま
す
。

出
発
の
合
図
は
、
鉄
砲
で
す
。

「
下
に
い
、
下
に
い
I
L

い
よ
い
よ
行
列
が
出
発
を
し
ま
し
た
。
当
時

は
、
例
祭
の
中
で
の
行
列
だ
と
い
っ
て
も
、
高

い
と
こ
ろ
か
ら
眺
め
る
な
ど
、
無
礼
な
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
軒
か
ら
突
き
出
た
も
の

で
、
行
列
の
妨
げ
に
な
る
も
の
は
、
切
り
落
と

さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。

○
大
名
行
列

ま
ず
は
、
下
天
神
町
に
よ
る
大
名
行
列
で

す
。
袴
姿
や
陣
羽
織
に
身
を
包
ん
だ
御
目
付

役
、
お
役
人
姿
の
人
々
が
、
威
厳
を
も
っ
て
整

然
と
進
み
ま
す
。
古
文
書
に
は
、
3
3
役
、
9
9
名

が
参
加
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
早
馬
町
屋
台
、
参
加
各
町

大
名
行
列
の
あ
と
か
ら
は
、
ま
ず
、
早
馬
町

の
屋
台
が
続
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
か
ら
は
、

例
祭
に
参
加
す
る
各
町
名
の
入
っ
た
幡
を
か
ざ

し
、
各
町
が
続
き
ま
す
。

○
新
町
屋
台

続
い
て
は
新
町
の
屋
台
で
す
。
早
馬
町
を
始

め
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
屋
台
を
彩
る
飾
幕
は
、

当
時
の
贅
を
凝
ら
し
た
非
常
に
立
派
な
も
の
で

した。
○
新
井
神
楽

そ
の
後
は
、
新
井
の
神
楽
獅
子
で
す
。
笛
と

太
鼓
に
合
わ
せ
、
華
麗
に
踊
り
な
が
ら
行
列
を

進
み
ま
す
。

○
仲
間
屋
台
、
下
町
屋
台

こ
の
後
に
は
、
2
台
の
屋
台
が
連
続
し
て
続

き
ま
す
。
仲
田
と
、
下
町
で
す
。
仲
町
の
後
幕

は
、
鳥
文
斎
藤
原
栄
之
、
下
町
は
画
狂
人
北
斎

筆
と
落
款
が
入
っ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
当

時
、
名
の
知
れ
た
画
家
が
下
絵
を
措
い
た
も
の

です。
〇
四
日
市
場
神
楽
、
花
灯
篭
出
し
（
山
車
）

こ
こ
で
、
ま
た
神
楽
獅
子
が
舞
い
な
が
ら
通

り
ま
す
。
宮
本
で
あ
る
、
四
日
市
場
で
す
。
宮

本
ら
し
く
、
非
常
に
大
勢
の
方
が
暁
子
を
演
奏

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
大
き
な
花
灯
篭
が
通

り
ま
す
。
谷
村
4
町
の
屋
台
と
同
じ
く
ら
い
の

大
き
さ
で
し
ょ
う
か
。
き
れ
い
に
飾
ら
れ
た
、

大
き
な
灯
篭
で
す
。

○
神
輿

そ
し
て
い
よ
い
よ
神
輿
が
通
り
ま
す
。
代

官
所
の
役
人
と
、
足
軽
2
人
が
ま
ず
先
導

し
、
そ
の
あ
と
を
惣
行
事
、
世
話
役
と
通
り

ま
す
。
神
輿
は
、
烏
帽
子
と
白
装
束
の
舎
人

に
担
が
れ
、
威
厳
を
も
っ
て
進
み
ま
す
。

○
神
主

し
ん
が
り
は
、
司
祭
者
で
あ
る
神
主
が
馬

に
乗
り
、
そ
の
あ
と
に
続
く
押
さ
え
と
共
に

行
列
を
締
め
く
く
り
ま
す
。

以
上
が
、
江
戸
時
代
の
八
朔
祭
で
す
。
祭

屋
台
を
一
度
四
日
市
場
ま
で
持
っ
て
行
き
、

行
列
を
行
う
な
ど
、
今
で
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
江
戸
時
代
に
は
一
年
に
一
度
の
「
ハ

レ
」
の
目
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
回
の
古
文
書
に
よ
る
大
名
行
列

を
再
現
し
た
図
が
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
内

に
常
時
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、

訪
れ
て
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
参
考
‥
都
留
市
歳
時
記
）


